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花  
篝 
の
時
期
も
過
ぎ
去
り
、

は
な 
か
が
り

桜
前
線
は
遠
く
北
海
道
に
到
達

致
ま
し
た
。
春
は
例
年
よ
り
早

く
訪
れ
ま
し
た
が
、
動
植
物
は

敏
感
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
高

収
穫
を
願
う
春
祭
り
が
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
行
わ
れ
、
県
南
地

域
で
は
田
植
え
も
始
ま
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
昨
年
同
様
六
月

の
日
照
不
足
が
予
想
さ
れ
、
発

育
不
足
に
よ
る
収
穫
量
減
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

組
合
に
お
い
て
は
、
恒
例
の

「
酪
農
ま
つ
り
」
を
那
須
塩
原

市
で
開
催
し
、
近
郊
へ
観
光
に

訪
れ
た
消
費
者
に
、
牛
乳
と
酪

農
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
伝

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま

た
、
新
県
南
支
所
が
四
月
よ
り

稼
動
し
、
十
八
年
度
最
大
の
目

標
で
あ
る
県
南
地
域
の
事
業
所

統
合
が
達
成
し
、
合
理
化
を
進

め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
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組
合
の
恒
例
行
事
「
酪
農
ま
つ
り
」
を
四
月
七
日

（
土
）、
栃
木
県
酪
農
試
験
場
（
那
須
塩
原
市
）
に
お

い
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
の
天
候
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
晴
天
に
恵
ま
れ
、
早
朝
よ
り
組
合
員
と
家
族

並
び
に
来
賓
・
消
費
者
約
三
千
名
が
集
い
、
組
合
員

同
士
の
親
睦
と
消
費
者
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
牛
乳
の
有
害
説
に
対
応
し
、
牛
乳
は
優
れ
た

食
品
で
あ
る
こ
と
を
参
加
し
た
消
費
者
に
ア
ピ
ー
ル

を
行
い
、
理
解
を
得
ま
し
た
。

　

酪
農
ま
つ
り
の
催
し
と
し
て
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

進
会
、
ふ
れ
あ
い
広
場
で
は
青
年
部
協
力
に
よ
る
、

子
牛
と
の
ふ
れ
あ
い
と
ス
ケ
ッ
チ
・
搾
乳
体
験
等
を

行
い
、
子
供
達
に
人
気
を
博
し
ま
し
た
。
ま
た
、
関

係
業
者
・
機
関
の
ご
協
力
を
頂
き
開
設
し
た
乳
製
品

・
牛
肉
料
理
等
の
特
設
売
店
、
女
性
会
の
ご
協
力
に

よ
る
「
や
き
そ
ば
」
の
販
売
、
地
域
酪
農
組
合
に
よ

る
「
お
で
ん
」
が
昼
食
に
振
る
舞
わ
れ
、
大
変
好
評

で
し
た
。
そ
の
他
、
牛
乳
普
及
協
会
に
よ
る
手
作
り

バ
タ
ー
体
験
・
牛
乳
早
飲
み
競
争
を
行
い
、
生
産
者

と
消
費
者
と
の
交
流
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、

那
須
だ
い
す
き
牛
乳
に
よ
る
ミ
ル
ク
ド
リ
ン
ク
の
無

料
配
布
は
、
行
列
が
で
き
る
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

大
抽
選
会
は
ス
ピ
ー
ド
く
じ
で
行
わ
れ
、
幸
運
に
も
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「
旅
行
券
」「
ニ
ン
テ
ン
ド
ー
Ｄ
Ｓ
」
な
ど
を
引
き
当

て
た
方
々
は
大
変
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　

共
進
会
は
未
経
産
牛
三
十
三
頭
、経
産
牛
三
十
九

頭
の
精
鋭
牛
計
七
十
二
頭
が
集
ま
り
、八
部
門
に
お

い
て
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
改
良
成
果
を
競
い
ま
し
た
。審

査
員
は
、北
海
道
帯
広
市
の
酪
農
家　

吉
川
要
氏（
十

勝
ラ
イ
ブ
ス
ト
ッ
ク
）を
迎
え
、公
正
な
審
査
と
講
評

を
頂
き
ま
し
た
。デ
ー
リ
ィ
プ
リ
ン
セ
ス
は
高
塩
佳

子
さ
ん（
那
須
塩
原
市
）、大
嶋
優
子
さ
ん（
宇
都
宮

市
）、石
�
千
裕
さ
ん（
二
宮
市
）の
三
名
で
、入
賞
牛

の
リ
ボ
ン
装
着
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。審
査
の
結
果
、

本
年
度
よ
り
導
入
さ
れ
た
各
部
門
統
一
の
最
高
位
賞

に
大
瀧
信
夫
さ
ん（
市
貝
町
）、名
誉
賞
は
未
経
産
の

部
で
高
塩
久
さ
ん（
那
須
塩
原
市
）、経
産
の
部
で
大

瀧
信
夫
さ
ん（
市
貝
町
）、小
針
勤
さ
ん（
那
須
塩
原

市
）が
輝
き
ま
し
た
。ま
た
、第
九
部「
地
域
酪
農
牛

群
」の
優
等
賞
一
席
は
黒
磯
地
域
酪
農
組
合
で
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
開
催
さ
れ
た
ジ
ュ
ニ
ア

シ
ョ
ウ
で
は
、力
一
杯
に
牛
を
引
く
子
供
達
に
温
か

い
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。最
優
秀
賞
に
は
昨
年
か

ら
の
連
続
受
賞
で
佐
久
間
拓
人
君（
那
須
町
）、優
秀

賞
に
佐
久
間
美
里
ち
ゃ
ん（
那
須
町
）、優
良
賞
に
大

田
原
篤
君（
那
須
塩
原
市
）が
選
賞
さ
れ
ま
し
た
。
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吉川　要 審査員

名誉賞を受賞した皆さんと共に

デーリィプリンセス
大嶋 優子さん
（宇都宮市）

石� 千裕さん
（二宮市）

高塩 佳子さん
（那須塩原市）

第
六
回
酪
農 �
�����
盛
会 �
�
開
催　

��
�
�
�
�
�
�
	


�
�


��



酪農とちぎ農業協同組合　2007. 5. 2●3

６部　市貝町　大瀧　信夫 氏 ８部　那須塩原市　小針　　勤 氏３部　那須塩原市　高塩　　久 氏

未経産の部　名　誉　賞 経 産 の 部　名　誉　賞

ハーネスフアーム レツドスター ルル コージー スチユアート ロイ コンビ コバリ ワンダー デイマージユ

住　所出 品 者入　賞　牛　名　号出品番号賞部 別

市 貝 町大瀧　信夫コージー スチユアート ロイ コンビ603最 高 位 賞グ ラ ン ド
チ ャ ン ピ オ ン

那須塩原市高塩　　久ハーネスフアーム レツドスター ルル302

名 誉 賞

ジ ュ ニ ア
チ ャ ン ピ オ ン

市 貝 町大瀧　信夫コージー スチユアート ロイ コンビ603インターミディエ
イトチャンピオン

那須塩原市小針　　勤コバリ ワンダー デイマージユ803シニアチャンピオ
ン

那須塩原市杉本　茂雄ロベスター ジユラー イト マーベリック105優 等 賞 一 席
第 １ 部 那須塩原市那須拓陽高校タクヨウ マジカル チヤンピオン107優 等 賞 二 席

那 須 町伊藤　高行イトリフイツク ジヨルダー ＤＪ グレース106優 等 賞 三 席
那須塩原市室井　良幸オークトウリーズ サリーオリー フアースト212優 等 賞 一 席

第 ２ 部 那 須 町伊藤　高行イトリフイツク アストロノミカル シロベー213優 等 賞 二 席
那須烏山市桧山　嘉男ＭＳ ベルマイナー ダンデイー211優 等 賞 三 席
那須塩原市高塩　　久ハーネスフアーム レツドスター ルル302優 等 賞 一 席

第 ３ 部 市 貝 町梶村　健介ＫＺＭＲ ベル シヤンデイー301優 等 賞 二 席
那須塩原市小針　　勤コバリ モデル メクシルド デボラ307優 等 賞 三 席
那 須 町清野　剛之ＰＦ エルトンピース402優 等 賞 一 席

第 ４ 部
那須烏山市中山　真介パインツリー ネリージユラー ミツクス フタゴ401優 等 賞 二 席
市 貝 町梶村　健介ＫＺＭＲ オリンピア チヤンプ ＥＴ405優 等 賞 三 席
那須烏山市中山　真介パインツリー ネリージユラー ミツクス フタゴ401ベ ストアダ ー
那須塩原市相馬　健一アローカツプ ビースター チヤンピオン フオー506優 等 賞 一 席

第 ５ 部
市 貝 町大瀧　信夫コージー ロング トリプル チヤンピオン502優 等 賞 二 席
芳 賀 町大島　秀樹ＢＤＩ フアーム ローン ドラ504優 等 賞 三 席
市 貝 町大瀧　信夫コージー ロング トリプル チヤンピオン502ベ ストアダ ー
市 貝 町大瀧　信夫コージー スチユアート ロイ コンビ603優 等 賞 一 席

第 ６ 部
茂 木 町羽石　智昭ウイング マドキヤツプ チヤンピー ホープ605優 等 賞 二 席
矢 板 市山本　　訓マウンテンビユー チヤンピオン ヤン ジユラー601優 等 賞 三 席
市 貝 町大瀧　信夫コージー スチユアート ロイ コンビ603ベ ストアダ ー
那須烏山市菊池　善也キクイチ エムビー リン ジユラー705優 等 賞 一 席

第 ７ 部
那 須 町和田　吉幸グツトラツク ＨＳ ダーハム クリス701優 等 賞 二 席
那須塩原市皆川　健介タクヨウ タネリー レデユーク703優 等 賞 三 席
那須烏山市菊池　善也キクイチ エムビー リン ジユラー705ベ ストアダ ー
那須烏山市菊池　善也キクイチ エムビー リン ジユラー705ベストプロダクション
那須塩原市小針　　勤コバリ ワンダー デイマージユ803優 等 賞 一 席

第 ８ 部
日 光 市鷹箸　　稔215 タカノハシ スターダム804優 等 賞 二 席
那 須 町清水　時雄スマ スウイート ジヨーダン805優 等 賞 三 席
日 光 市鷹箸　　稔215 タカノハシ スターダム804ベ ストアダ ー
那須塩原市小針　　勤コバリ ワンダー デイマージユ803ベストプロダクション

黒 磯 地 域優 等 賞 一 席
第 ９ 部 芳 賀 地 域優 等 賞 二 席

宇河・今市地域優 等 賞 三 席

７部　一席　菊池　善也 氏

４部　一席　清野　剛之 氏

５部　一席　相馬　健一 氏

１部　一席　杉本　茂雄 氏

２部　一席　室井　良幸 氏
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県
南
地
区
の
施
設
合
理
化
に
よ
り
、

新
県
南
支
所
が
真
岡
市
第
五
工
業
団
地

に
移
設
し
た
こ
と
に
伴
い
、
県
南
支
所

・
真
岡
事
業
所
・
栃
木
事
業
所
で
平
成

十
九
年
四
月
三
日
、
各
所
で
閉
所
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

神
事
は
午
前
十
一
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
を
胸
に
各
会
場
で
閉
所
式
が
開

式
さ
れ
、
玉
串
奉
奠
な
ど
が
地
域
の
代

表
者
ら
に
よ
り
行
わ
れ
、
施
錠
の
儀
で

閉
式
と
な
り
、
四
十
有
余
年
に
渡
り
地

域
の
酪
農
発
展
に
資
し
て
き
た
歴
史
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。あ
る
参
加
者
は「
酪

農
を
始
め
た
時
に
は
こ
の
事
務
所
が
あ

り
、
今
ま
で
当
た
り
前
の
よ
う
に
訪
れ

て
い
た
。
今
日
で
閉
所
に
な
る
と
感
じ

る
と
、
経
営
が
厳
し
か
っ
た
と
き
に
、

職
員
と
遅
く
ま
で
対
応
を
話
し
合
っ
た

こ
と
が
思
い
出
さ
れ
感
じ
る
も
の
が
多

い
。
Ｊ
Ａ
を
始
め
施
設
の
合
理
化
が
組

合
の
存
続
の
術
と
理
解
し
て
い
る
が
、

組
合
も
事
務
所
と
同
様
に
遠
く
（
組
合

離
れ
）
に
行
か
な
い
こ
と
を
望
ん
で
い

る
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
十
一
月
よ
り
建
設
を
進
め
て
い
た

「
新
県
南
支
所
」
が
完
成
し
、
三
月
二
十
八

日
竣
工
式
を
行
い
、
四
月
二
日
真
岡
工
業
団

地
に
移
転
し
ま
し
た
。
県
南
地
域
の
施
設
合

理
化
に
つ
い
て
は
合
併
当
初
か
ら
検
討
し
、

地
域
合
理
化
検
討
会
・
建
設
委
員
会
・
理
事

会
等
で
審
議
を
重
ね
、
昨
年
七
月
に
移
転
先

を
真
岡
市
工
業
団
地
に
決
定
し
、
昨
年
十
一

月
に
地
鎮
祭
を
執
り
行
い
支
所
建
設
を
着
工

し
、
本
年
三
月
に
完
成
と
な
り
ま
し
た
。
施

設
は
真
岡
市
第
五
工
業
団
地
に
位
置
し
、
鉄

骨
平
屋
建
て
約
六
一
〇
㎡
で
、
充
分
な
駐
車

ス
ペ
ー
ス
と
百
二
十
三
名
の
多
目
的
会
議
室

を
備
え
て
い
ま
す
。

　

竣
工
式
は
真
岡
市
、
栃

木
県
畜
産
振
興
課
、
地
域

酪
農
組
合
の
正
副
組
合
長
、

青
年
部
・
女
性
会
役
員
の

他
、
施
工
・
関
係
業
者
と

役
職
員
の
約
九
十
名
が
参

席
し
、
地
元
大
前
神
社
加

藤
宮
司
の
も
と
に
竣
工
式
、

除
幕
式
・
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

等
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い

ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
前
田
組
合
長
よ
り
「
合
併
時

か
ら
の
施
設
合
理
化
計
画
に
沿
っ
て
、
県
南

地
域
の
統
合
を
建
設
地
・
規
模
・
統
合
時
期
等

を
慎
重
に
審
議
し
て
頂
き
、
十
九
年
度
の
稼

動
を
目
指
し
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
度
、

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
よ
り
、
建
築
時

の
各
検
査
も
無
事
終
了
し
、
新
県
南
支
所
が

完
成
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

先
の
県
北
地
域
に
次
い
で
県
南
地
域
の
施
設

合
理
化
が
実
現
さ
れ
、
十
九
年
度
中
に
、
明

治
飼
糧
の
倉
庫
が
隣
接
さ
れ
ま
す
の
で
、
相

乗
的
に
合
理
化
が
進
む
も
の
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
県
南
地
域
の
拠
点
と
し
て
、

さ
ら
に
機
能
を
高
め
て
参
り
ま
す
。」と
挨
拶

し
ま
し
た
。
ま
た
、
来
賓
の
真
岡
市
・
栃
木

県
畜
産
振
興
課
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
頂
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、福
田
真
岡
市
長
は『
真

岡
市
は
住
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
』で
全
国
八
位

の
好
成
績
を
頂
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
酪
農

と
ち
ぎ
県
南
支
所
を
誘
地
出
来
た
こ
と
は
誠

に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
県

南
地
域
の
拠
点
と
し
て
酪
農
業
の
発
展
に
貢

献
し
て
頂
き
た
い
。」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
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那
須
高
原
支
所

　

恒
例
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催
さ
れ
る

　

那
須
高
原
支
所
活
動
推
進
協
議
会

（
渡
辺
信
一
会
長
）
主
催
に
よ
る
、
第

五
回
支
所
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
去
る
二

月
一
四
日
（
水
）
黒
磯
ボ
ウ
ル
場
、
サ

ウ
ン
ド
ボ
ウ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
昨
年
よ
り
も
三
八
名
増
え

て
一
九
四
名
（
男
性
一
二
一
名
、
女
性

七
三
）
と
な
り
、
個
人
競
技
だ
け
で
な

く
、
地
域
対
抗
も
加
え
ら
れ
白
熱
し
た

ゲ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム

終
了
後
、

表
彰
式
・

懇
親
会
が

渡
辺
信
一

会
長
の
挨

拶
、
伊
藤

謙
三
副
会

長
の
乾
杯

に
始
ま
り
、
男
女
別
個
人
表
彰
・
地
域

対
抗
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は

じ
め
た
地
域
対
抗
の
表
彰
で
は
大
変
賑

わ
っ
た
も
の
と
な
り
、
参
加
者
の
親
睦

が
深
ま
り
、
大
盛
況
の
中
終
了
と
な
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
上
位
入
賞
は
次
の
通
り
で
し

た
。

《
男
性
の
部
》

　

優　

勝　
 
長
浜　

英
一 
氏

　

準
優
勝　
 
平
山　

信
幸 
氏

　

第
三
位　
 
豊
田　

勝
保 
氏

《
女
性
の
部
》

　

優　

勝　
 
石
井　

悦
子 
さ
ん

　

準
優
勝　
 
川
井
せ
つ
子 
さ
ん

　

第
三
位　
 
人
見　

礼
子 
さ
ん

《
地
域
の
部
》

　

優　

勝　
 
西
那
須
野 
支
部

　

準
優
勝　
 
青　
　

木 
支
部

　

第
三
位　
 
穴　
　

沢 
支
部

　

宇
都
宮
支
所

花
と
緑
の
祭
典�
と
ち
ぎ
花
フ
ェ
ス

タ�
で
那
須
だ
い
す
き
牛
乳
を
Ｐ
Ｒ

　

花
の
総
合
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
と
ち

ぎ
花
フ
ェ
ス
タ
」
が
、
去
る
二
月
十
六

日
か
ら
十
八
日
の
三
日
間
、
高
根
沢
町

の
町
民
広
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
イ

ベ
ン
ト
は
、

三
万
人
の

来
場
者
が

集
ま
る
県

内
最
大
規

模
の
祭
典

で
あ
り
、

本
組
合
で

も
塩
谷
地

域
酪
農
組

合
・
青
年
部
・
女
性
会
が
中
心
と
な
り
、

牛
乳
普
及
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
開
催

期
間
中
は
、
那
須
だ
い
す
き
牛
乳
と
同

牛
乳
を
使
用
し
た
モ
ー
モ
ー
パ
ン
を
販

売
し
た
ほ
か
、
�
牛
乳
に
相
談
だ�
グ
ッ

ズ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
に
よ
り
、
連
日

大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回

の
出
展
で
は
本
組
合
関
係
者
と
と
も
に
、

東
京
明
販
㈱
宇
都
宮
支
店
か
ら
も
応
援

を
頂
く
な
ど
、
生
産
者
・
職
員
・
取
引

先
が
一
丸
と
な
る
有
意
義
な
出
展
を
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
も
関
係
者
が
一

致
団
結
し
、
り
ん
ど
う
の
花
（
那
須
だ

い
す
き
牛
乳
パ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
）
が
、

県
内
を
中
心
に
広
く
咲
き
誇
る
よ
う
、

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　

県
南
支
所

　

県
南
支
所
女
性
会
交
流
会

　

平
成
十
九
年
三
月
一
日
、
宇
都
宮
市

の
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
＋
１
に
て
、
女
性

会
芳
賀
支
部
と
河
内
南
部
・
下
都
賀
支

部
の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
部
員
四
十

五
名
が
参
加
し
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
個
人
戦
で
二
ゲ
ー
ム
行
わ

れ
、
日
頃
の
運
動
不
足
解
消
に
、
ス
ト

レ
ス
の
発
散
に
な
ど
と
、
上
手
下
手
の

関
係
な
く
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ま
れ
た
よ
う

で
し
た
。
ゲ
ー
ム
終
了
後
は
、
メ
ヒ
コ

に
て
食
事
を
し
な
が
ら
歓
談
し
、
解
散

と
な
り
ま
し
た
。
終
始
、
楽
し
い
時
間

を
す
ご
し
、
部
員
間
の
交
流
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
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� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

生
乳
販
売
課

　

平
成
十
八
年
度
生
乳
生
産
量
は
前
年
比

　

九
九
・
五
％
、
三
月
度
は
九
五
・
四
％

　

三
月
度
の
生
乳
生
産
量
は
、一
九
、〇

五
九
ト
ン
（
前
年
比
九
五
・
四
％
）
の

生
乳
生
産
量
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
月
度
の
支
所
別
生
乳
生
産
量
を
み

る
と
、
那
須
高
原
支
所
に
お
い
て
は
前

年
比
九
四
・
三
％
、
宇
都
宮
支
所
九
七

・
九
％
、
県
南
支
所
九
六
・
二
％
の
実

績
と
な
り
ま
し
た
。（
前
年
比
は
移
動
組

合
員
の
数
量
を
考
慮
し
た
比
率
）

　

ま
た
、
平
成
十
八
年
度
累
計
生
乳
生

産
量
は
、
二
二
一
、
一
四
六
ト
ン
（
前

年
比
九
九
・
五
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

支
所
別
の
累
計
生
乳
生
産
量
を
み
る
と
、

那
須
高
原
支
所
に
お
い
て
は
一
三
二
、

二
二
九
ト
ン
（
前
年
比
九
九
・
三
％
）、

宇
都
宮
支
所
三
六
、
〇
六
六
ト
ン
（
九

九
・
四
％
）、
県
南
支
所
五
二
、
八
四
九

ト
ン
（
九
九
・
九
％
）
の
実
績
と
な
り

�
�
�
���

ま
し
た
。

　

三
月
度
、
関
東
に
お
い
て
は
前
年
比

九
五
・
三
％
で
累
計
で
は
九
八
・
三
％

と
な
り
ま
し
た
。

　

関
東
の
三
月
の
特
定
乳
製
品
向
け
に

つ
い
て
は
一
二
・
五
％
（
前
年
一
三
・

四
％
）
と
前
年
よ
り
加
工
率
は
減
少
し

ま
し
た
が
、
飲
用
牛
乳
向
け
は
六
・
一

％
の
減
、
ま
た
、
累
計
に
お
い
て
も
四

・
二
％
の
減
と
飲
用
需
要
の
低
迷
が
続

い
て
お
り
、
三
月
の
は
っ
酵
乳
向
け
に

つ
い
て
は
前
年
比
一
〇
八
・
五
％
（
累

計
一
一
五
・
六
％
）
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

全
国
の
生
乳
生
産
量
に
お
い
て
も
三

月
度
（
前
年
比
）
九
八
・
四
％
、
累
計

実
績
で
は
九
七
・
五
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

組
合
に
お
け
る
三
月
度
乳
質
成
績
は
、

脂
肪
率
が
三
・
九
七
％
、
無
脂
固
形
分

率
は
八
・
八
一
％
と
な
り
ま
し
た
。
細

胞
数
に
つ
い
て
は
三
月
に
お
い
て
も
前

年
を
下
回
る
一
八
・
六
万
（
前
年
二
〇

・
六
万
）
の
好
成
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
月
迄
の
乳
量
及
び
乳
質
成
績
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

�　乳量の推移�　脂肪率の推移

�　体細胞数の推移 �　無脂乳固形分率の推移
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４月ホクレン初妊牛市場成績
〔単位：円（税込）〕平成19年４月

平　 均最　 低最　 高平均体重成立頭数種　 別市場名

４５,２６３３,３６０６８,２５０－７６ホルス雄
　

日
15

西
那
須
野

１４３,４１７７０,３５０１９７,４００－６３Ｆ１雄

９４,７００６３,０００１３７,６５０－６３Ｆ１雌

５６,７７８４４,０００７５,０００８３９ホルス雄
　

日
17館　

林
１８４,０００１３４,０００２３２,０００９２２２Ｆ１雄

１３３,６５２８９,０００１８５,０００８５２３Ｆ１雌

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

家 畜 市 場 成 績

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

酪
農
部

　

関
東
甲
信
越
酪
農
発
表
大
会

　

関
東
甲
信
越
酪
農
青
年
女
性
会
議
主

催
に
よ
る
、
第
三
七
回
関
東
甲
信
越
酪

農
発
表
大
会
が
去
る
三
月
二
十
七
日

（
火
）〜
二
十
八
日（
水
）千
葉
県
鴨
川
市

「
小
湊
ホ
テ
ル
三
日
月
」
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

酪
農
経
営
発
表
の
部
で
は
、
埼
玉
県

代
表
の
井
上
直
樹
さ
ん
（
我
が
家
の
酪

農
経
営
）・
群
馬
県
代
表
の
渡
辺
好
平

さ
ん
（
一
人
で
行
え
る
こ
だ
わ
り
の
酪

農
を
目
指
し
て
！
）・
千
葉
県
代
表
の
松

本
光
正
さ
ん
（
地
理
的
要
因
の
克
服
と
、

高
泌
乳
牛
の
少
数
精
鋭
化
に
よ
る
堅
実

な
酪
農
経
営
）
ら
が
発
表
し
、
栃
木
県

代
表
で
あ
り
酪
農
と
ち
ぎ
推
薦
の
川
田

佳
男
さ
ん
は
『
リ
バ
ー
フ
ァ
ー
ム　

仲

間
と
歩
む
楽
農
』
と
題
し
、「
飼
養
管
理

の
一
部
を
両
親
が
担
当
し
て
い
る
も
の

の
、
や
は
り
労
働
力
は
本
人
一
人
で
、

自
給
飼
料
生
産
は
共
同
作
業
体
系
で
効

率
化
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ウ

コ
ン
フ
ォ
ー
ト
及
び
乳
牛
改
良
（
全
国

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
に
お
い
て
準
名

誉
賞
を
受
賞
）
を
積
極
的
に
行
い
、
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
の
結
果
、
高
所
得
を

確
保
出
来
た
。」
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

意
見
・
体
験
発
表
の
部
で
は
、
東
京

都
代
表
の
小
泉
勝
さ
ん
（
小
さ
な
牧
場

で
の
た
く
さ
ん
の
出
会
い
）・
茨
城
県

代
表
の
飯
田
和
子
さ
ん
（
い
く
つ
も
の

ハ
ー
ド
ル
を
越
え
て
）・
長
野
県
代
表

の
小
松
牧
俊
さ
ん
（
こ
の
場
所
で
、
こ

れ
か
ら
も
…
）
ら
が
発
表
し
、
栃
木
県

代
表
の
磯
由
起
子
さ
ん
（
酪
農
と
ち
ぎ

推
薦
）
は
『
地
域
と
の
き
ず
な　

子
供

た
ち
の
た
め
、
酪
農
の
た
め
』
と
題
し
、

子
供
達
の
安
全
を
守
る
交
通
指
導
員
の

経
験
か
ら
、
挨
拶
の
大
切
さ
と
子
供
達

か
ら
の
感
謝
の
想
い
、
地
元
イ
ベ
ン
ト

開
催
時
に
牛
乳
消
費
拡
大
の
た
め
の
地

域
活
動
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

酪
農
経
営
発
表
の
部
で
は
、
四
人
と

も
甲
乙
付
け
が
た
い
内
容
で
し
た
が
、

自
給
飼
料
生
産
が
困
難
な
条
件
下
で
コ

ス
ト
低
減
に
努
め
て
お
り
、
遊
休
地
活

用
と
し
て
放
牧
を
計
画
し
て
い
る
こ
と

や
、
堆
肥
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
実

施
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
千
葉

県
酪
農
青
年
女
性
会
議
の
松
本
さ
ん
が
、

農
林
水
産
省
関
東
局
長
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

意
見
・
体
験
発
表
の
部
は
、
酪
農
教

育
フ
ァ
ー
ム
を
展
開
し
、
小
中
学
生
だ

け
で
な
く
知
的
障
害
者
等
の
訓
練
の
場

所
と
し
て
受
け
入
れ
を
し
て
い
る
こ
と

が
評
価
さ
れ
、
小
泉
さ
ん
（
東
京
都
代

表
）
が
農
林
水
産
省
関
東
局
長
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

農
政
局
長
賞
を
受
賞
し
た
お
二
人
は

来
る
七
月
十
九
日（
木
）〜
二
十
日（
金
）

の
二
日
間
、宮
崎
県
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
シ

ー
ガ
イ
ヤ
・
リ
ゾ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
る

第
三
七
回
全
国
酪
農
青
年
女
性
会
酪
農

発
表
大
会
に
関
東
甲
信
越
酪
農
青
年
女

性
会
議
の
代
表
と
し
て
出
場
さ
れ
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
全
国
酪
農
発
表
大

会
に
、
酪
農
家
の
皆
様
の
研
鑚
の
場
と

し
て
多
く
の
酪
友
の
参
加
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

〔単位：頭，千円（税込）〕

551以
上

501　
～550

451　
～500

401　
～450

～400
平均
価格

成立
頭数

開催日市場名

295916976524723854月 9日十　　勝

143812366164732574月18日釧　　路

125412150284682654月12日豊　　富

4144155128554664234月19日根　　室

4月25日北　　見

4月24日十　　勝

961955683201514691,330合　　計

1475219205512604722,399前　　月

1505597235314194642,382前年同月

※上記金額にはＥＴ妊牛価格を含みます。

川　田　佳　男 さん

磯　由　起　子 さん
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�八
 
　

第
六
回
総
代
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

�九
 
　

地
域
説
明
会
の
実
施
に
つ
い
て

　

�十
 
　

総
会
制
に
つ
い
て

�
�
�
�

　

職
員
人
事

　

定
年
退
職
（
三
月
三
十
一
日
）

購　

買　

部　

長　
　

町
田　

隆
治

ふ
れ
あ
い
牧
場
長　
　

土
屋  
光
明

　

退　
　

職
（
三
月
三
十
一
日
）

真
岡
事
業
所　
　

川
俣　

薫

　

採　
　

用
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三
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

資
金
貸
付
に
つ
い
て

　

�二
 
　

三
月
分
生
産
者
支
払
乳
価
に
つ
い
て

　

�三
 
　
�
栃
木
県
農
業
振
興
公
社
の
理

事
候
補
者
推
薦
に
つ
い
て

　

�四
 
　

人
事
に
つ
い
て

　

�五
 
　

乳
牛
飼
養
動
態
調
査
結
果
に
つ
い
て

協
議
事
項

　

�一
 
　

二
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

　

�二
 
　

平
成
十
九
年
度
栃
木
県
統
一
支

払
乳
価
に
つ
い
て

　

�三
 
　

定
款
・
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

�四
 
　

役
員
及
び
組
合
員
慶
弔
規
程
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

�五
 
　

職
員
給
与
規
程
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

�六
 
　

平
成
十
九
年
度
事
業
運
営
に
関

す
る
理
事
会
付
議
事
項
に
つ
い
て

　
　

①
借
入
金
の
最
高
限
度
額
に
つ
い
て

　
　

②
当
座
借
越
限
度
額
設
定
に
つ
い
て

　
　

③
一
組
合
員
に
対
す
る
貸
付
金
の

最
高
限
度
額
及
び
貸
付
利
率
の

最
高
限
度
に
つ
い
て

　

�七
 
　

平
成
十
九
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

��
��
��
��
��
��

女
性
会
活
動
報
告
⑤

　

今
回
は
塩
谷
支
部
の
活
動
を
報
告
致

し
ま
す
。

　

私
た
ち
塩
谷
支
部
は
、
自
ら
が
生
産

す
る
牛
乳
の
消
費
拡
大
運
動
と
、
先
進

酪
農
家
の
視
察
・
研
修
会
な
ど
積
極
的

に
行
い
、
技
術
的
な
向
上
を
目
指
す
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

酪
農
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
消
費
の

低
迷
が
要
因
と
な
り
様
々
な
部
分
に
波

及
し
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
が
自
信
を
持
っ
て
生
産
し
た
牛
乳
が
、

間
違
っ
た
健
康
説
な
ど
に
よ
り
、
さ
ら

に
牛
乳
離
れ
が
進
む
こ
と
は
許
せ
な
い

こ
と
で
す
。
塩
谷
支
部
と
し
て
も
、
正

し
い
牛
乳
の
知
識
を
消
費
者
へ
伝
え
る

た
め
に
、

「
し
お
や

地
産
地
消

ま
つ
り
」

に
参
加
し
、

試
飲
販
売

・
牛
乳
の

正
し
い
知

識
を
広
め

る
た
め
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
活
動
で

地
元
の
生
産
物
に
関
心
の
あ
る
消
費
者

が
大
勢
い
る
こ
と
に
驚
き
、
安
全
で
安

心
で
き
る
牛
乳
を
生
産
す
る
重
要
性
を

あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

技
術
面
の
向
上
と
支
部
員
の
連
帯
強
化

を
目
指
し
、
昨
年
度
は
齊
藤
技
術
顧
問

を
講
師
に
迎
え「
乳
牛
の
移
行
期
管
理
」

と
題
し
研
修
会
を
行
い
、
移
行
期
管
理

の
重
要
性
を
学
び
、
日
頃
疑
問
を
も
っ

て
い
た
部
分
に
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
、
牧
場
研
修
を
計
画
し
、
近

隣
の
黒
内
牧
場
の
ご
協
力
を
頂
き
、
搾

乳
ロ
ボ
ッ
ト
・
自
動
糞
尿
処
理
施
設
を

視
察
研
修
し
、
近
代
的
な
酪
農
技
術
を

学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
親
睦
会
と
し
て
、

劇
団
四
季
の
「
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
」
を

鑑
賞
し
、
参
加
者
は
忙
し
い
日
々
に
つ

か
の
間
の
休
息
と
、
相
互
の
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
支
部
の
活
動
を
通
し
、

正
し
い
牛
乳
の
知
識
を
広
め
、
消
費
の

拡
大
を
目
指
し
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

今
後
も
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
み
な
さ
ま
と
と
も
に
協
力
し
合
い

乗
り
越
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
南
支
所
購
買
課

　
　
　

青
�  
達
彦

宇
都
宮
支
所
指
導
課

　
　
　

薄
井　
　

梢

宇
都
宮
支
所
購
買
課

　
　
　

星
野　

健
悟

那
須
高
原
Ｃ
Ｓ

　
　
　

平
山　

清
貴

診
療
課
（
獣
医
）

　
　
　

小
口　

夏
代


